
 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

  

  

  

  

 

在宅介護講習会を開催しました！ 

7 月 30 日にコロナ禍により開催を中止しておりました、在宅介護講習会
を 3 年ぶりに開催いたしました。 
今回は戸塚区にある「石川歯科医院」の石川院長 渡辺歯科衛生士を   
お迎えし、歯の健康についてご講義いただきました。 
酷暑のうえ、久しぶりの開催だったため、参加してくださる方がいらっし
ゃるかな？段取りは大丈夫かな？とドキドキしていましたが、１０名程の
方にご参加いただきました。 
歯科衛生士の方から分かりやすく、今日から実践できることをたくさん教
えていただき学びの多い講習会となりました。 



 

 

                                 

 

 

 

  

                             

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               施設見学についてのお知らせ 
現在、感染対策の一環として施設内の見学は行っておりません。 

施設内をご案内することは出来ませんが、ご相談は随時受け付けておりますので、ご連絡 

お待ち申し上げます。なお、デイサービスでは体験利用を再開しております。 

デイサービス利用をご検討されている方、ぜひご連絡ください。 

 

連絡先：０４５－８０４－３３１１ 

                      

少しずつ気温が下がってまいりました。今年の夏は気温が高く、石川県小松市では、最高気

温 40℃、記録されました。皆様、夏の疲れが出ているころだと思います。食欲の秋、美味し

いものを探しに旅に出ようと考えています 
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施設からのお知らせ 
 

感染性胃腸炎（ノロウイルスなど）について 
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デイサービス担当：深山 

居宅介護支援担当：川口 

細菌またはウイルスなどの感染性病原体による嘔吐、下痢を主症状とする感染症です。 

原因は、ウイルス感染（ノロウイルス、ロタウイルスなど）が多く、毎年、秋から冬にかけて

流行します。 

＜ノロウイルスによる感染性胃腸炎＞ 

「ノロウイルス」は人の小腸粘膜で増殖するウイルスで感染すると胃腸炎を起こします。症状は、吐き

気、嘔吐、下痢、発熱が主症状です。人から人へ感染する場合と食品から感染する場合があります。 

＜感染経路＞ 

・ヒト→ヒト【接触感染、飛沫感染】ウイルスに感染した人の便やおう吐物を処理した後、手指などについ

たウイルスを口から取り込む、おう吐物が飛散・乾燥してウイルスが舞い上がり、口から吸い込む 

・ヒト→調理器具/食品→ヒト【経口感染(食中毒)・接触感染】 

ウイルスに感染した人が調理し、汚染された食品を人が摂取する 

・食品→ヒト【経口感染(食中毒)】 

ウイルスで汚染された食品（二枚貝など）を加熱不十分なまま 

人が摂取する 

＜予防策＞ 

手洗い：平時より経口感染(食中毒)・接触感染を予防するために、 

食事や調理前・トイレの後・外出後など手洗いをこまめに行うように習慣づけましょう。 

ふん便・おう吐物処理：処理する人自身への感染・感染拡大を 

防ぐために、適切な方法で迅速に行うことが重要です。 

消  毒：感染性胃腸炎の原因となるウイルスには次亜塩素酸ナトリウム 

（塩素系漂白剤）が有効です。ノロウイルスには熱湯消毒も有効です。 

編 集 後 記 


